
 

 

令和６年度 第３回播磨姫路圏域地域医療構想調整会議（中播磨地域部会）（非公開） 

開催結果報告 

圏域名 播磨姫路圏域（中播磨地域） 

日 時 令和７年２月 18日（火）13:10～15:40 

場 所 姫路市医師会館 大ホール 

部会長 姫路市医師会長 國部 伸也 

出席者 別添名簿のとおり 

議事次第 

概 要 

（１）公立宍粟総合病院の移転（新規開設）にかかる事前協議 

（２）医療法人社団 仁德会 とくなが病院の移転（新規開設）にかかる事

前協議 

（３）紹介受診重点医療機関 

（４）厚生労働省「新たな地域医療構想等に関する検討会」より「新たな地

域医療構想に関するとりまとめ」 

（５）「中播磨医療圏の DPCデータ分析報告」 

    神戸大学大学院 医学研究科 

    地域社会医学・健康科学分野 AI・デジタルヘルス科学分野 

     特命准教授 

     兵庫県地域医療構想アドバイザー 姉崎 久敬 氏 

（６）質疑応答・意見交換 

（７）その他 

 ①かかりつけ医機能報告制度 

②情報提供「感染症法に基づく医療措置協定の締結状況について」 

 ③中播磨圏域災害時保健医療マップの改定 

 ④保健・医療関係者に対する災害時における基礎情報処理訓練について 

※中播磨地域健康福祉推進協議会（医療部会）と同時開催 

 （（１）（２）（７）②③④については、医療部会における議題） 

内 容 

（３）紹介受診重点医療機関 

  令和６年度外来機能報告にて各医療機関が報告した外来医療の実施状況 

から、医療資源を重点的に活用する外来に関する基準や、紹介受診重点医 

療機関となる意向の有無を確認・整理し、紹介受診重点医療機関となる医 

療機関を確認。 

【結果】 

  姫路赤十字病院、県立はりま姫路総合医療センター、姫路医療センター、 

ツカザキ病院、姫路聖マリア病院について、紹介受診重点医療機関となる

ことを確認・承認した（令和７年４月１日公表予定）。 

（４）厚生労働省「新たな地域医療構想等に関する検討会」より「新たな地

域医療構想に関するとりまとめ」 



 

 

  中播磨健康福祉事務所から、「新たな地域医療構想に関するとりまとめ 

の概要」を用いて説明。医療提供体制の現状と目指すべき方向性、新たな 

地域医療構想の基本的な考え方、病床機能・医療機関機能、新たな地域医 

療構想における精神医療の位置づけなど、新しく示された内容を確認した。 

（５）「中播磨医療圏の DPCデータ分析報告」 

  兵庫県地域医療構想アドバイザーより、兵庫県疾病別医療需給分析・調 

査事業に協力の得られた病院より提出された 2020年～2022年度の DPCデ 

ータにおいて、中播磨圏域の入院件数上位 10疾患について、医療需給の充 

足度、施設機能分化の程度、医療の質・在宅医療との連携、死亡前１年間 

の入院治療日数分析について説明。 

（６）質疑応答・意見交換 

 【意見】 

・2022年度は、中播磨地域で新病院開院、病院の閉院があった時期である。

次は 2023年分析結果を基に、地域の医療提供体制を把握し、議論したい。 

【質疑応答】 

・肺がんの死亡前入院期間が長いことについて、急性期が終われば他に紹

介する流れをとっている。 

 →（回答）兵庫県全体で入院期間が長く、死亡前入院が長いので、病院

固有の特徴、医療提供の特徴もあると考えられる。 

・長期的に回復期にシフトすることがよいということであるが、回復期と

患者をマッチングさせることは困難。 

→（回答）ベッド機能と患者をマッチングさせることは難しい。回復期に

して患者、病院の双方でよかった症例がどのくらいあるのか、可視化で

きるような分析を検討したい。 

（７）その他 

 ①かかりつけ医機能報告制度 

   兵庫県医務課より、令和７年４月から創設されるかかりつけ医機能報

告の概要、報告の流れ、具体的方策の検討方法等、現段階での国説明資

料に基づき、説明。 

 
協議が調った

事項 

国が公表した｢新たな地域医療構想等に関する検討会のとりまとめ｣の方向性

・考え方を見据えて、今後も兵庫県地域医療構想アドバイザーによる医療需

給体制分析結果から播磨姫路圏域の直近の医療提供の現状や課題を把握し、

地域の医療体制のあり方について協議をすすめていく。 

次回以降の予定 
令和７年８月頃  播磨姫路圏域地域医療構想調整会議（中播磨地域部会） 

（中播磨地域健康福祉推進協議会医療部会と合同開催） 

 


